
犬の認知機能不全症候群
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●犬の認知機能不全症候群
●犬の甲状腺機能低下症
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よりよい関係を目指して

私たちは最先端の診療技術を生かし、地域に
密着した動物病院を目標にしております。

●裾野センター病院

● 今月の専門科診療 ●
今月は下記の日程で専門科の診察を行います。
ご希望の方は事前にご予約ください。

（カッコ内はカレンダー内の省略形です）

すことは、脳に適度な刺激を与え、症状
の進行や発症の防止に役立つ場合があ
ります。また、排泄の粗相がある場合は、
トイレに積極的に連れて行ったり、頻繁
に外に出してあげることも効果的です。
また、徘徊が見られる場合は、滑りにく
い床材に変更し、転倒による２次的な怪
我を可能な限り防止します。

2. 食事療法
神経保護作用や、脳の活性化作用が

あるオメガ 3 脂肪酸（DHA や EPA）を
含んだ処方食やサプリメントを与えるこ
とで、症状の改善が見られる場合もあ
ります。

3. 薬剤療法
他の治療を行っても改善が見られな

い場合は、沈うつ剤を使用することによ
り、異常行動を抑える場合があります。
また、夜鳴きが酷い場合には催眠目的
で鎮静剤を用いることもあります。

認知症の対策は、異常な行動に早く気
づくことから始まります。生涯ご家族と良
い関係を保つためにも普段から行動を観察
し、気になる症状があれば、当院スタッフ
までご相談ください。

参考文献
犬と猫の神経病 緑書房
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◆口腔科（口）

博士（歯学）：奥田 綾子 先生

◆エキゾチックペット（エキゾ）

エキゾチックペットクリニック

博士（獣医学）：霍
つ る の

野 晋吉 先生

◆皮膚科（皮）

アイデックスラボラトリーズ株式会社
博士（獣医学）：関口 麻衣子 先生

◆問題行動治療科（行）
博士（獣医学） フリッツ 吉

きっかわ
川 綾 先生

◆眼科
博士（獣医学）：当院 小野 啓
毎週火曜～土曜日

（カレンダーには表記していません）
学会等で不在のこともありますので、事
前のご予約をお願いいたします。

皮

お問合せ

●沼津病院

診療時間

      パル動物病院

行
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●裾野センター病院
静岡県裾野市伊豆島田 843-5
TEL: 055-993-3135

●沼津病院
静岡県沼津市沼北町 1 丁目 5-27
TEL: 055-922-6255

●ウェブサイト
 https://pal-ah.jp
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飼育環境の向上や獣医療の発展によっ
て、犬の寿命は延び、それに伴って、老齢
性の疾患も増加しています。そのうちの 1
つとして、認知機能不全症候群（認知症）
が挙げられます。犬の認知症は、11 歳頃
から発症率が増加し、11 ～ 12 歳の犬の
28%、15 ～ 16 歳の犬の 68% に何らかの
認知症の症状があるという報告があります。

症状
・落ち着かない、家の中で歩き回る（徘徊）
・ご家族が名前を読んでも反応しなくなる
・排泄場所の変化がある、不適切な排

泄が増加する
・日中によく寝る、夜間の睡眠時間が減

るといった睡眠時間の変化
・無目的な咆

ほうこう

哮
認知症の症状は、進行程度によって様々

であり、他の脳神経疾患が原因で類似した
症状が見られることもあります。

治療
認知症の決定的な治療は、未だ確立さ

れていません。そのため、病態の進行や
発症を可能な限り遅らせ、ある程度の症状
を改善させることを目的に、以下の治療を
併用して行ないます。

1. 生活環境の改善
無理のない範囲で、短い時間散歩に

連れて行き、人や犬との触れ合いを増や

皮 エキゾ

新型コロナウイルスの影響により、やむなく変更・休診になる
こともあります。事前にお問合せください。

平日 午前 9:00 ～ 11:30
 午後 14:00 ～ 18:30
日 午前 9:00 ～ 11:30
木・祝日 休診

平日 午前 9:00 ～ 11:30
 午後 14:00 ～ 18:30

受付時間

口



＜診断方法＞
甲状腺機能低下症は、体の症状と血液検査の結果から総合的に診断し

ます。血液検査では貧血、高脂血症、高コレステロール血症、甲状腺ホ
ルモン値の低下、甲状腺を刺激するホルモン値の上昇などがみられます。

＜治療＞
症状を改善するために、合成甲状腺ホルモン薬を内服します。薬の量

は、病気の状態と個体により異なります。最初は標準的な薬の量を投薬し、
その後、体の中のホルモン量が適正であるか判断します。定期的に、体
の状態の診察、血液検査によるホルモン量を測定します。

低下した甲状腺の機能は回復することは少ないと言われ、生涯にわたっ
て甲状腺ホルモン製剤を内服することになりますが、症状が落ち着けば
普通の生活を送ることができます。

甲状腺機能低下症はなるべく早く発見し、治療を始めることが大切です。
また、症状がゆっくり進むため日々一緒に過ごしているご家族のみなさん
でも気がつかないケースもありますので、中年齢以降に健康診断をすると
きには、甲状腺ホルモンを測定する検査を行うことをお勧めいたします。

検査のご希望やご不明な点などありましたら、当院へお尋ねください。
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犬の甲状腺機能低下症
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甲状腺は喉の部分にあり、全身の代謝 ( エネルギーを作る働き ) を活
性化させるホルモンを分泌する臓器です。このホルモンにより、全身の
細胞の入れ替わりや、細胞の中でのエネルギー産生を調節しています。

その甲状腺が何らかの原因で障害を受けて分泌するホルモンの量が少
なくなる病気を、甲状腺機能低下症といいます。甲状腺から分泌される
ホルモンの量が減少すると、全身の代謝が低下し、体に様々な症状が現
れます。

よく発症する年齢は 2 歳～ 6 歳と言われ、比較的若い犬でも発症する
ことがあります。

＜原因＞
甲状腺の機能が低下する原因は、1. 免疫異常によって甲状腺が炎症

を起こしてしまう場合と、2. 甲状腺が萎縮（小さくなって機能しなくなる）
してしまう場合があります。どちらも、なぜそのようになるかはわかってお
らず、そのため予防することができません。

＜症状＞
具体的な症状は、
・元気消失、無気力、活動性低下、体重増加（食事量を減らしても太っ

ていく）
・痒みを伴わない脱毛、尾の脱毛、毛のごわつき
・皮膚：脂っぽい、フケがでる、炎症、むくみ
・便秘や下痢
・低体温や徐脈 ( 心拍がゆっくりになる )
このように様々な症状が全身でみられます。

最近、中年齢になってきたうちのわんちゃん、昔と比べて何となく元気がなくなってきたような気が
する。毛もぼさぼさで、薄くなってきた。年を取ってきたのかもしれない。それは実は「老い」で
はなく甲状腺機能低下症という病気かもしれません。
今回は症状がゆっくり進み、老いと勘違いしやすい病気、甲状腺機能低下症についてお話しします。


